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ふれあい情報 
 

2017年 3月 8日（水） 第 249号 

男女平等参画推進のための第6回学習会 

（テーマ）「人生 100年老いを支えるしくみ」 

講師  樋 口 恵 子さん 

ＮＰＯ法人「高齢社会をよくする女性の会」理事長 

主催  退職者連合 

 

大
介
護
時
代 

学
習
会
の
冒
頭
、
主
催
の
男
女
平
等

参
画
委
員
会
を
代
表
し
て
人
見
一
夫
委

員
長
（
副
会
長
）
が
「
男
女
平
等
参
画

推
進
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
こ

う
」
と
あ
い
さ
つ
、
ま
た
連
合
本
部
か

ら
は
総
合
男
女
平
等
局
の
井
上
久
美
枝

総
合
局
長
が
、
男
女
平
等
参
画
推
進
に

向
け
て
現
退
一
致
で
の
連
携
を
訴
え
ま

し
た
。 

今
年
で
84
歳
の
樋
口
さ
ん
は
、
２
時

間
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
講
演
。
少
子
化
の
影
響
で

伝
統
的
「
家
」
制
度
の
実
質
的
崩
壊
が
進
み
、

三
親
等
内
の
親
族
の
い
な
い
高
齢
者
が
激
増

し
て「
大
シ
ン
グ
ル
時
代
、フ
ァ
ミ
レ
ス
社
会
」

が
到
来
し
て
い
る
と
指
摘
。
ま
た
貧
困
に
お
ち

い
る
高
齢
単
身
者
が
増
加
し
て
い
る
と
も
語

り
、「
こ
れ
か
ら
始
ま
る
大
介
護
時
代
に
向
か

っ
て
社
会
的
に
老
い
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。 

社
会
構
造
も
大
き
く
変
わ
り
「
超
高
齢
社
会

の
主
役
は
女
性
で
あ
り
、
単
身
社
会
（
お
ひ
と

り
さ
ま
）
の
主
役
も
女
性
」
と
述
べ
、
女
性
を

無
視
し
て
高
齢
社
会
は
成
り
立
た
な
い
と
強

調
し
ま
し
た
。 

そ
の
上
で
、
血
縁
で
な
く
て
も
支
え
あ
う
文

化
、
女
性
参
画
を
す
す
め
る
政
治
と
行
政
、
生

涯
現
役
の
た
め
の
仕
事
と
シ
ス
テ
ム
の
創
造

の
三
つ
を
あ
げ
て
、「
女
性
か
ら
始
ま
る
地
域

共
働
社
会
を
創
造
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
な
お
、
樋
口
さ
ん
の
講
演
デ
ー
タ
は
、
退

職
者
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
資
料
」
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。 

 

▲会場を埋めた参加者。 

老
い
を
支
え
る
し
く
み
づ
く
り
を 

樋口恵子さん 

低
所
得
高
齢
単
身
女
性
問
題
つ
い
て
の
政
策
・制
度
要
求
運
動
を
進
め

て
い
る
退
職
者
連
合
は
、
3
月
7
日
（火
）午
後
1
時
30
分
か
ら
連
合

本
部
3
階
会
議
室
で
男
女
平
等
参
画
推
進
の
た
め
の
第
6
回
学
習
会

を
開
き
ま
し
た
。
北
海
道
、
栃
木
、
茨
城
、
千
葉
、
神
奈
川
、
兵
庫
、
長
崎

な
ど
、
地
方
退
職
者
連
合
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
約
１
５
０
人
が
ぎ
っ
し

り
と
会
場
を
埋
め
ま
し
た
。
学
習
会
で
は
、
「Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢
社
会
を

よ
く
す
る
女
性
の
会
」理
事
長
の
樋
口
恵
子
さ
ん
が
、
「人
生
１
０
０
年
老

い
を
支
え
る
し
く
み
」と
題
し
て
講
演
。
樋
口
さ
ん
か
ら
は
、
介
護
保
険

制
度
の
仕
組
み
や
あ
り
方
、
人
生
１
０
０
年
老
い
と
ど
う
付
き
合
い
、
ど

う
生
き
て
い
く
の
か
な
ど
、
参
加
者
の
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
、
問
題
提
起

が
あ
り
ま
し
た
。  

 

解雇の金銭解決制度の導入反対

集会に参加  （3月3日 厚労省前） 

 
「不当解雇でも会社が金さえ払えば解雇

できるルールはいらない！」。霞ヶ関の厚生

労働省前は、怒りの声につつまれました。連

合組合員など総勢 230人が参加して、3月 3

日（金）午後 1時 20分から１月に続く第 2

波となる連合主催の「解雇金銭解決制度導入

反対 3.3 厚労省前激励集会」が開かれまし

た。退職者連合からは 23人が参加して共に

怒りの拳を挙げました（写真） 
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▲参加者で埋まった会場は、給付型奨学金制度充実への熱い思いに包まれた。 

夢
と
希
望
を
奪
う
「
借
金
」（
奨
学
金
） 

ロ
ー
ン
地
獄
か
ら
若
者
を
救
お
う
！ 

奨
学
金
問
題
の
前
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
中
央
労
福
協
と
奨
学
金
問
題
対
策
全

国
会
議
は
、
2
月
28
日
午
後
6
時
か
ら
国
会
内
で
「給
付
型
奨
学
金
制
度
創
設
、
無
利
子

の
奨
学
金
制
度
拡
充
、
教
育
費
負
担
の
軽
減
」を
訴
え
る
集
会
を
開
き
ま
し
た
。
昨
年
3

月
の
３
０
４
万
筆
の
署
名
を
提
出
す
る
集
会
、
同
年
5
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
同
11
月
の

市
民
集
会
に
続
い
て
今
回
で
4
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
集
会
に
は
、
与
野
党
の
国
会
議
員

や
連
合
組
合
員
、
市
民
、
学
生
を
は
じ
め
退
職
者
連
合
の
菅
井
義
夫
事
務
局
長
、
野
田
那
智

子
副
事
務
局
長
、
林
道
寛
副
事
務
局
長
な
ど
３
５
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。  

 

 

奨学金制度の拡充を求める 2.28院内集会開く 

大
学
生
二
人
に
一
人
が
「
借
金
」
頼
み
。 

待
ち
受
け
る
の
は
ロ
ー
ン
返
済
地
獄 

 

学
生
ロ
ー
ン
と
揶
揄
さ
れ
る
奨
学

金
。
そ
の
実
態
は
「
借
金
」
で
あ
り
深

刻
で
す
。
学
費
の
高
騰
と
家
計
収
入
の

減
少
で
大
学
生
の
２
人
に
１
人
が
奨

学
金
に
頼
ら
な
け
れ
ば
進
学
で
き
ず
、

卒
業
と
同
時
に
数
百
万
円
の
借
金
を

背
負
っ
て
社
会
に
出
て
行
か
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
多
く
の
若

者
が
返
済
の
負
担
に
苦
し
み
、
結
婚
や

出
産
、
子
育
て
に
も
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。 

ま
た
若
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
子
ど

も
の
奨
学
金
返
済
の
肩
代
わ
り
で
老

後
の
生
活
資
金
を
失
う
親
も
増
え
て

お
り
、
世
代
を
越
え
た
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
給
付
型
奨
学
金
制
度
の

創
設
を
は
じ
め
と
す
る
奨
学
金
制
度
の
拡

充
や
教
育
費
負
担
の
軽
減
は
、
国
民
の
切

実
な
声
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
が
実
現
、 

２
０
１
８
年
度
か
ら
本
格
実
施
へ
。 

 

こ
う
し
た
中
で
昨
年
の
参
議
院
選
挙
で

は
、
与
野
党
が
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
を

公
約
す
る
な
ど
、
制
度
の
改
善
に
向
け
た

機
運
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
現

在
、
開
会
中
の
第
１
９
３
回
通
常
国
会
で

２
０
１
７
年
度
予
算
案
の
審
議
が
行
な
わ

れ
て
お
り
、
予
算
案
に
給
付
型
奨
学
金
の

創
設
が
盛
り
込
ま
れ
て
、
２
０
１
８
年
度

か
ら
の
本
格
実
施
に
向
け
て
動
き
だ
し
ま

し
た
。 

こ
の
日
の
集
会
は
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

捉
え
、
奨
学
金
制
度
で
の
貸
与
か
ら
給
付

へ
、
有
利
子
か
ら
無
利
子
へ
の
流
れ
を
つ

く
り
、
学
費
を
含
め
た
教
育
費
の
負
担
軽

減
を
実
現
し
て
い
く
ね
ら
い
が
あ
り
ま

す
。 

 

実
り
あ
る
審
議
で
よ
り
良
い
制
度
に 

 

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
中
央
労
福
協
の
神

津
里
季
生
会
長
は
こ
う
し
た
点
に
触
れ
、

「
こ
れ
ま
で
貸
与
型
し
か
な
か
っ
た
中
で

給
付
型
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
き

な
前
進
だ
」
と
評
価
し
ま
し
た
。 

一
方
で
神
津
会
長
は
「
規
模
や
対
象
者

が
限
定
的
で
、
今
回
の
制
度
創
設
は
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
。
将
来
に
向
け
て
拡
充
し
、

大
き
く
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
無
利
子
の
奨
学
金
は
拡
充
さ
れ
た

が
、
依
然
と
し
て
三
分
の
二
は
有
利
子
の

奨
学
金
だ
。
返
済
に
苦
し
ん
で
い
る
方
々

の
負
担
軽
減
、
救
済
整
備
の
改
善
、
こ
れ

は
依
然
と
し
て
大
き
な
課
題
だ
。
根
本
的

に
は
、
学
費
が
高
す
ぎ
る
と
い
う
問
題
に

も
当
然
引
き
続
き
目
を
向
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
課
題
も
指
摘
。 

「
国
会
で
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
改

正
案
の
審
議
も
始
ま
っ
て
い
る
。
実
り
あ

る
国
会
審
議
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
制
度

に
し
て
頂
く
。
有
利
子
か
ら
無
利
子
へ
貸

与
か
ら
給
付
へ
、
こ
う
い
っ
た
流
れ
を
よ

り
一
層
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
。
返
済

困
難
者
の
た
め
の
制
度
改
善
、
学
費
の
引

き
下
げ
、
教
育
費
負
担
を
軽
減
に
繋
げ
て

い
く
方
向
性
を
よ
り
一
層
明
ら
か
に
し

て
い
き
た
い
」
と
取
り
組
み
へ
の
決
意
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

中央労福協・神津会長 

中央労福協 


